
 

 

魚種（海域）：コマイ（根室海峡海域） 

担当水試：釧路水産試験場 

 

要約表 

評価年の基準 

（2012 年度） 
資源評価方法 

2012 年度の 

資源状態 

2012～2013 年度 

の資源動向 

2012 年 1 月 1 日 

～2012年 12月 31日 
漁獲量 中水準 横ばい 

＊生態については，別紙資料「生態表」を参照のこと。 

 

１．漁業 

(1)漁業の概要 

北海道で水揚げされるコマイの多くは，根室海峡海域（根室振興局管内沿岸）において，

小定置網，底建網，刺し網などの共同漁業権漁業で漁獲されている（表 1，図 1）。根室海

峡海域における主な漁期と漁場は産卵盛期である 1 月に漁獲が集中する野付半島周辺（別

海町，標津町）及び 5～7 月と 11～12 月の漁獲が多い根室半島周辺（根室市）に大別され，

1 月は 2～3 歳の産卵親魚，5～7 月は 1 歳魚，11～12 月は当歳魚が主たる漁獲対象となっ

ている。 

 

(2)現在取り組まれている資源管理方策 

コマイのみを対象とした資源管理は行われていないが，共同漁業権漁業では各漁協の漁

業権行使規則により操業期間，漁具の制限等が定められている。 

 

２．評価方法とデータ 

沿岸漁業の漁獲量は，漁業生産高報告（1985～2011 年）及び水試集計速報値（2012 年）

を使用し，根室振興局管内を集計した。 

 

３．資源評価 

(1)漁獲量および努力量の推移 

1985～2012 年における根室管内沿岸の漁獲量は 1,974～20,023 トンの範囲で大きく変動

し，2009 年は 14,948 トン，2010 年は 17,247 トンと高くなったが，2011 年から減少し，2012

年は 6,011 トンとなった（表 1，図 1a）。1985～2012 年における根室市の漁獲量は 1,043～

5,254 トンで年変動が比較的小さかったが，別海町の漁獲量は 296～14,314 トンと年変動が

大きかった（図 1b）。 

沿岸漁業では，各漁協の漁業権行使規則により網数等の上限が定められており，また，

他魚種も漁獲対象としていることから，漁獲努力量の年変動は小さいと考えられる。 

 

09_コマイ_根室海峡海域

2013年度 09-1 道総研水産研究本部



 

 

(2)現在(評価年)までの資源状態 

前述のとおり漁獲努力量は年変動が小さいと考えられるため，根室管内沿岸の漁獲量を

資源量の指標とした。1998～2006 年の漁獲量は 2.4～6.3 千トンの比較的低い水準で大きな

変動なく推移した。2007 年以降は比較的高豊度な年級群が連続して漁獲加入したことによ

り資源量が増加したと考えられ，2007～2011 年には 8.4～17.2 千トンの高い漁獲量を記録

した。しかし，後続年級群の豊度が低くなったため，2012 年の漁獲量は 1998～2006 年と

同程度の 6.0 千トンに減少したと考えられる。 

 

(3)評価年の資源水準：中水準 

根室管内沿岸の漁獲量を資源状態を表す資料とした。1990～2009 年の 20 年間における

平均値を 100 として，100±40 の範囲を中水準とし，その上下を各々高水準，低水準とし

た。2012 年の資源水準指数は 83 となったため，中水準と判断した（図 2）。 

 

(4)今後の資源動向：横ばい 

1 歳主体と考えられる 4～9 月の漁獲量と 2 歳主体と考えられる翌年 1～3 月の漁獲量に

は正の相関があった（図 3a，スピアマンの順位相関係数 ߩ ൌ 0.615,  ൏ 0.001）。ただし，

要因は不明であるが，最近 2 年はそれ以前と異なる傾向を示した。この関係から 2013 年 1

～3 月の漁獲量は中程度と予想された。また，0 歳主体と考えられる 12 月の漁獲量と 1 歳

主体と考えられる翌年 4～9 月の漁獲量には正の相関があった（図 3b，ߩ ൌ 0.576,  ൏

0.001）。この関係から 2013 年 4～9 月の漁獲量は前年より若干増加と予想された。これら

の関係を用いた予測は誤差が大きいことに注意が必要であるが，2013 年は前年に対して大

きな増減が見込まれないため，資源動向は横ばいとした。 

 

４．文献 
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図2 根室海峡海域におけるコマイの資源水準．資源状態を示す指標：沿岸漁業の漁獲量．

図3 根室海峡海域におけるコマイ資源の動向予測（プロット内の数字は西暦年度Yの下2桁）．
a. Y-1年4～9月の漁獲量と Y年1～3月の漁獲量の関係．
b. Y-1年12月の漁獲量と Y年4～9月の漁獲量の関係．
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生態表  魚種名：コマイ  海域名：根室海峡海域  

    

 

図 コマイ（根室海峡海域）の漁場図 

 

１．分布・回遊 

北方四島周辺から根室海峡および道東太平洋にかけての水深 150ｍ以浅の海域に多い。比較的地

域性の強い種と考えられており，冬期の産卵期には沿岸域に接岸するほか，夏期にも沿岸域を回遊

する。 

 

２．年齢・成長（加齢の基準日：１月１日） 

(10～３月時点)  

満年齢 1 歳 2 歳 3 歳 

被鱗体長(cm) 18 28 33

体重(g)  66 203 309

（体長は陳，桜井１)より，体重は 

1995年1月の漁獲物測定データより） 

 

３．成熟年齢・成熟体長 

体長20～24cm，１歳で成熟する個体が一部みられるが，大部分は２歳で成熟する１）。 

   

４．産卵期・産卵場 

・産卵期：１～２月（１月上中旬が盛期）である。 

・産卵場：ごく沿岸部の結氷域付近で短期間に集中的に産卵する。根室海峡では野付半島周辺が 

    大きな産卵場となっているが，道東太平洋海域では明らかではない。    

・産卵生態：スケトウダラと異なり，低温に強く，１回の産卵で全ての卵を産出する。 

 

５．その他 

なし 

 

６．文献 

1) 陳二郎，桜井泰憲：コマイの年齢と成長．北水試研報．42，251-264(1993) 
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